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LS研 研究分科会テーマの推移（1988～1992年度）
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情報システム戦略度診断手法

システム監査

知識獲得手法

国際ネットワークの構築

AIM／RDBの効果的利用

パソコン通信の活用

CD-ROMの活用

MSPとUNIXの共存システム

情報システム戦略度診断手法

システム監査

知識獲得手法

異業種間のシステム相互接続

ホスト・パソコンによる
分散システムの構築Ⅰ

国際ネットワークの構築

RDBⅡの効果的利用

情報活用のためのOA化の推進

エンドユーザのための
STRACT機能の向上

ソフトウェア開発の生産性尺度

Ⅱ

ソフトウェアの権利と契約

要員育成支援技術

システム監査

ソフトウェアパッケージの流通

エキスパートシステムの
システム部門への適用

診断型エキスパートシステム

計画型エキスパートシステム

ネットワーク設計手法

ネットワーク運用管理

パソコン通信の活用

LINKSERVによる
ホストとパソコンの連携

データ中心による
システム分析・設計Ⅰ

高生産性ツールの活用

ソフトウェア開発の生産性尺度

ソフトウェア品質管理

Σ計画への取り組み

システムメンテナンスの効率化

システム運用管理（MSP, F4）

VPシステムの効率的利用

Ⅱ

新しいシステム開発のあり方Ⅰ

ソフトウェアパッケージの流通

異機種間相互接続Ⅰ

ドメインシェル

Ⅱ

データ中心による
システム分析・設計Ⅰ

高生産性言語

ソフトウェア開発の生産性尺度

ソフトウェア品質評価Ⅰ

Σ計画への取り組み

Ⅱ

新しいシステム開発のあり方Ⅰ

リモート運用

VPシステムの効率的利用

知識処理の基幹業務への
効果的適用

UNIXとMSPによる
分散システムの構築

Ⅱ

データ中心による
システム分析・設計Ⅰ

Ⅱ

新しい上流工程のあり方Ⅰ

Ⅱ

高生産性ツールの適用Ⅰ

Σシステムによる
システム開発の実践

生産性向上への技術革新

リモート運用

キャパシティプランニングⅠＢ

１９８３年度「キャパシティ
プラニング」から継続

Ｃ
１９８５年度「コンピュータ・
セキュリティ」から継続

Ⅲ
Ⅱ

Ⅱ

Ⅲ
Ⅱ

１９９２年度

システム部門のあり方

EDP部門の原価管理

ドキュメントの電子化推進

マルチメディアシステムの構築

ニューラルネットワーク

オブジェクト指向による
システム開発

YPSを前提とした保守支援

ソフトウェアの生産性に
関する調査・研究

システムの分散開発のあり方

システム運用管理

無停止運転運用

キャパシティプランニング

システム開発の生産性尺度

SDEM９０の効果的適用

上流工程の効率的
システム開発方法Ⅰ

クライアント／サーバシステム
による分散システムの構築Ⅰ

MESSAGE９０sの効果的適用Ⅰ

エンドユーザコンピューティング

UNIXのビジネス分野への適用

ダウンサイジングの有効性と
今後の大型機の役割

分散データベースシステムの構築

RDBⅡの効果的利用

生産性向上への技術革新

１９９１年度

システム分社経営のあり方

上級SE育成のあり方

システム監査

コンピュータセキュリティ

ドキュメントの電子化推進

ペーパーレスオフィスの構築

知識獲得手法

ISDNの効果的活用

Σシステムによる
システム開発の実践

リエンジニアリングによる保守支援

YPS／APG、ADAM／IRDによる
システム開発の効率化

システム開発の見積技術

リモート運用

システム開発の生産性評価

C-NAPⅡの上流工程への
効果的適用

メインフレームとワークステーション
による業務分散システムの構築

エンドユーザコンピューティング

UNIXのビジネス分野への適用

異機種間相互接続

企業における携帯型
ワークステーションの活用

RDBⅡの効果的利用

Ⅱ

データ中心による
システム分析・設計Ⅰ

生産性向上への技術革新

Ⅱ

キャパシティプランニングⅠ

Ｄ
１９９７年度「モバイルコンピューティング

の効果的活用」へ継続
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（期間2年分科会）

（前年度からの継続）

＊は関西地区開催の分科会
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◎幹事長推薦論文（82～90年度）、★最優秀論文、●優秀論文、○佳作（91年度～）
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